
令和７年度吹田市在宅医交流会 実施報告 

 

１ 開催日時 

令和７年（2025年）10月 18日（土） 15時～16時 

 

２ 開催場所 

千里阪急ホテル 東館２階 葵の間 

 

３ 対象及び周知方法 

対象：吹田市内の在宅療養支援診療所の医師及び在宅医療に興味がある医師 

参加：医師 23名（在宅療養支援診療所 19名、在支診以外の診療所 4名）、訪問看護師 ４名 

 

４ 内容 

（１）【吹田市からの報告】「在宅医療に役立つ情報」 

（２）【講義】「知っていますか？ 訪問看護の活用方法」 

（３）【情報交換】「みんなで共有しよう！日々の在宅診療での工夫や悩み」 

 

５ まとめ 

（１） 参加状況 

   交流会には在宅療養支援診療所医師の約 3割（69診療所中 19名）が参加し、在宅医療に関心

のある医師 4 名も加わった。アンケート回答者 24 名中 22 名（91.7％）が「他の在宅医との交

流」を目的としており、ニーズに合った会が開催できた。 

 

（２）内容 

   交流会前後には連絡先交換が活発に行われた。情報交換では、病院連携、ＡＣＰ、診療所運営

等、幅広いテーマが話し合われ、24名中 18名（75.0％）が「非常に参考になった」、６名（25.0％）

が「参考になった」と回答され好評だった。 

   また、交流会後の懇親会にも 7～8割が参加され、予定時間を延長して交流がされた。一部参

加者からは、少人数での勉強会を開催してみたいとの声も聞かれ、顔の見える関係構築の一歩

となった。 

 

（３）今後について 

今後の交流会で希望するテーマについて、62.5％が「在宅医同士の情報交換」「病院関係者と

の情報交換」を挙げている。また、ＭＳＷや訪問看護、ケアマネジャーとの交流の希望もあった。

継続的な開催に向け、病院や歯科医師、薬剤師との連携も含め、今後の内容を検討していく。 

また、在宅医への負担軽減策として必要なこととして、回答者 24名中 12名（50.0％）が

「複数医師によるグループ診療等の相互協力体制」「診療所医師と在宅専門医との連携・引継

ぎ体制」を挙げた。今後の交流会において、それらの課題等に関する意見交換の実施等も検討

していく。 

資料２ 


